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～新笹ヶ峠トンネル（国道１８６号）の安全祈願祭が開催されました～



新笹ヶ峠トンネル
L=425.0m

至 浜田市街

至 広島

新笹ヶ峠トンネルの安全祈願祭が開催されました
～ 国道186号 小国1工区 ～

島根県浜田市金城町を通る国道186号は、広島県と浜田市街地を結ぶ幹線道路であり、地域住民の多くが
利用する重要な路線となっています。
現在の笹ヶ峠トンネルは4.1mの高さ制限が課せられているうえ、２車線道路であるものの車道幅員が2.45mと
狭く大型車のすれ違いが困難で、トンネル内壁には車輌接触の跡も見られます。
このため、本事業により新笹ヶ峠トンネルを含む延長725mのバイパス道路を整備し、利用者の安心・安全な
交通を確保します。

安全祈願祭の様子

浜田市金城町小国地内で施工中の
国道186号小国1工区において、延長425ｍの
「新笹ヶ峠トンネル」の工事に着手しました。
令和４年１０月１８日には、トンネル掘削に
先立ち、工事が安全に進むことを願って、
安全祈願祭が開催されました。

し ん さ さ が た お

概 要

道路建設課・浜田県土整備事務所

坑口部のお祓い神事の状況 穿初の儀（鋤入れ）

現在の笹ヶ峠トンネル

新笹ヶ峠トンネル
L=425m

事業の背景・経緯

至浜田市街

至 広島

幅員構成

8.5m

2.75m2.75m
0.75m

0.75m
0.75m

0.75m

道路区間
L=180m

道路区間
L=120m

事業延長 L=725m

バイパス道路を整備し、安心・安全な交通を確保します。

道路の幅員を広げ、
大型車でも安全に通行できるようになります。

施工箇所

工事内容
工 期 令和4年3月17日～令和6年2月19日
工事延長 L=446.0m(トンネル延長 L=425.0m)
幅 員 トンネル全幅 ８.５m

（車道2.75m、路肩0.75m、監査廊0.75m）×2
掘削工法 ＮＡＴＭ(発破掘削)

（補助ベンチ付き全断面掘削工法）

位置図平面図

0.65m

6.2m

2.45m2.45m 0.65m

現在の笹ヶ峠トンネル 新笹ヶ峠トンネル

リフレパーク
きんたの里

うがちぞめ
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松江市中心部へのアクセス向上・慢性的な渋滞の緩和！
(一般国道４３２号大庭バイパス開通効果の検証)

道路建設課・松江県土整備事務所

一般国道４３２号は、広島県竹原市を起点とし、奥出雲町、安来市広瀬町を経由し、松江市に至る
骨格幹線道路です。しかしながら、松江市山代町～大庭町地内では、八雲町方面と松江中心部を行き
来する車が集中し、慢性的な渋滞が発生し、交通の支障となっていました。

このため、平成２３年度より大庭バイパスとして道路改良事業に着手し、令和４年１月１６日に

古志原鼻曲交差点が完成し、バイパス区間が全線開通しました。

この開通効果を検証するため、６月に交通量と渋滞状況の調査を行った結果、移動時間の大幅な短
縮効果や渋滞の緩和効果が確認されるとともに、現道の通過交通がバイパスに転換したことで旧道の
安全性が向上しました。

今後は残る起点側の現道拡幅区間の整備を進めてまいります。

至 東津田

位置図

開通区間
L=1,300m

県庁

街区公園

R2年
10月開通

H28年
3月開通

H27年
9月開通

R4年
1月開通

大庭バイパス計画平面図

整備効果（１）

古志原鼻曲交差点
(令和4年1月開通)

大庭バイパスルート

国道432号(旧道)ルート

調査ルート

大庭バイパスルート

国道432号(旧道)ルート

調査ルート

古志原鼻曲交差点
供用前(R03.12.21)

古志原鼻曲交差点
供用後(R04.06.16)

団原～古志原鼻曲交差点において開通前より移動時間が約１分１０秒短縮されました。
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整備効果（２）

整備効果（３）

慢性的な渋滞状況が緩和！

旧道の交通量が６割減少！現道の安全性の向上！
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元町人麿線 L=440ｍ

須子中線 L=280ｍ
出典：国土地理院ウェブサイト

（http://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1）

万葉公園

都市計画道路元町人麿線・須子中線
～ＰＲイベントを行いました～

R4.４撮影

都市計画課

位置図 工事状況

PRイベント（令和４年９月２４日）

事業区間に近接している柿本神社周辺は、来年柿本人麻呂没後１３００年を迎え、そのプレイベントとし
て『万葉の里ひとまろフェスタ』が開催され、これに併せて、元町人麿線のＰＲイベントを開催しました。
イベントでは、ひとまろ大橋の一般開放、元町人麿線・須子中線のＰＲブースの設置、夕方からはひとま
ろ大橋のイルミネーションも行いました。
当日は、とてもよい天気で絶好のお出かけ日和となり、普段は通ることのできないひとまろ大橋を通れる
こともあり、多くの方が来場され、とても興味深そうに橋を通っておられました。

元町人麿線・須子中線の現在の状況は、高津
川を渡河するひとまろ大橋の橋桁及び防護柵が
完成し、須子高架橋の上部工工事や須子町内の
盛土工事を行っているところです。
現在まで順調に進んでいるのは、地元住民の
方々や関係者のご協力があってこそと思ってい
ます。
今後は、ひとまろ大橋・須子高架橋の舗装工
事や須子町内の水路工事を行う予定です。

R4.6撮影

一般開放したひとまろ大橋
ひとまろ大橋イルミネーション

PR ブース
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道路維持課 

道路や歩道への倒木、枝の張り出しにより通行の支障になったり、標識が見えづらくなってい

る所が多数あります。島根県ではパトロールを行い、そういった危険な箇所がないか確認してい

ます。 

こうしたことが原因で車両や歩行者に事故が発生したときは、原因となった樹木の所有者の責

任を問われること（※）があります。またこれからの季節、雪の重みで木が倒れることがありま

す。樹木の所有者の方は、あらかじめ伐採または枝払いをお願いします。 

道路利用者の方も、万が一倒木や枝の張り出し等で見通しが悪い場合には、徐行または停止で

きるようなスピードで走行するなど、安全運転を心がけてください。（※強風や大雨、降雪の後

は特に注意してください。） 

皆さんが安全に道路を利用できるよう、ご協力をお願いします。 

   ↑雪の重みで木が倒れ、非常に危険です。

※樹木の所有者の責任については、法律で定められています。 

 ・道路上に倒れたり張り出した樹木の所有者は、その樹木が原因で事故が起こったとき、被害者に

対して損害賠償責任を負う場合があります。 

・道路を汚したり、土砂や樹木を置くなど、道路の構造や交通の邪魔になるようなことをしてはい

けません。 

！倒木による事故は、立木所有者の責任が問われます！ 

道路法第４３条（道路に関する禁止行為） 

 何人も道路に関し、左に掲げる行為をしてはならない。 

 一 みだりに道路を損傷し、又は汚損すること。 

 二 みだりに道路に土石、竹木等をたい積し、その他道路の構造又は交通に支障を及ぼす 

虞（おそれ）のある行為をすること。 

民法第７１７条（土地の工作物の占有者及び所有者の責任） 

土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人に損害を生じたときは、その工作物 

の占有者は、被害者に対してその損害を賠償する責任を負う。 

２ 前項の規定は、竹木の栽植又は支持に瑕疵がある場合について準用する。 
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山陰道（安来 益田）の沿線市等で組織する山陰自動車道（安来

益田）建設促進期成同盟会主催の「山陰自動車道建設促進島根県

民総決起大会２０２２」が、９月１８日（日）に江津市（江津市総

合市民センター）で開催されました。

昨年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により開催が見送られ、

今年度は、座席間隔の確保や会場内の換気、マスク着用、消毒の徹

底といった新型コロナウイルス感染対策を万全に行い、２年ぶりの

開催となり、青木参議院議員や舞立参議院議員、三浦参議院議員、

丸山知事をはじめとした来賓及び一般参加者約５００人が、山陰道

の早期整備を強力に進めるため一致団結しました。

冒頭、主催者である同盟会会長の楫野大田市長が「高規格道路ネットワークを存分に活用し、活力にあ

ふれた地域づくりを、そして、いかなる災害や緊急時においても命を守る安心安全な社会基盤の一役を担

う山陰道の早期整備を目指し活動を推進していきたい。」と力強く訴えられました。

また、意見発表では、若

女食品株式会社の住田真一

社長から、「ビジネスにお

いてスピードが重要。山陰

道の開通によりビジネスの

スピードが上がり、より遠

方のお客様とのビジネスに

も繋がる。また、災害時に

おいても、リスク回避とし

てその力を存分に発揮して

くれると期待している。」

という意見をいただきまし

た。

山陰自動車道建設促進島根県民総決起大会2022

高速道路推進課

続いて行われた基調講演では、独立行政法人住宅金融支援機構の毛利信二氏が『高速道路が変える地

域社会・人口減少下のインフラ整備』と題し、高速道路の整備効果を昨年、出雲市多伎町で発生した地

すべり災害時に山陰道が国道９号の代替路として機能した事例や各地のストック効果事例を交えて説明

され、人口減少下においても地域へのインフラ投資が必要と講話いただきました。

大会最後には、同盟会副

会長である山本益田市長が

読み上げた決議文が採択さ

れ、同じく同盟会副会長の

久保田浜田市長が山陰道全

線開通に向けて「がんばろ

う」を三唱し締めくくりま

した。
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高速道路推進課 

 山陰道沿線活性化協議会において、沿線地域が連携して地域の魅力を情報発信し、誘客などにつ

なげていく方策の一つとして、アプリ「ココシル山陰 WEST」を運用しています。 

 この度、石見観光振興協議会と山陰道沿線活性化協議会がタイアップし、石見観光振興協議会主

催のスタンプラリー「いわみくるり」をアプリ「ココシル山陰 WEST」で実施中です。 

 2023 年 2 月 28 日まで実施する予定ですので、ぜひ参加いただき、山陰道を利用した広域的な 

周遊観光をお楽しみください。 

◆石見周遊スタンプラリー「いわみくるり」について 

「いわみくるり」は、石見観光振興協議会（会長：浜田市長）が 2015 年から毎年実施し、コロ

ナ禍の 20 年度にＷＥＢ版を導入しました。来年度から始まる山陰道の開通ラッシュを視野に、山

陰道沿線活性化協議会（事務局：島根県高速道路推進課）が運用するアプリ「ココシル山陰ＷＥ

ＳＴ」を活用し、参加施設の写真や地図等の情報を充実させ、見やすくしました。 

山陰道の積極的な利用を含めた広域での周遊を促すため、県東部と山口県、広島県を含むエリ

アに広げ、約３１０施設・店舗にＰＯＰを設置しています。 

集めたスタンプ数に応じて「石見ルーキー賞」（5個以上）、「石見エース賞」（10 個以上）、「石

見エキスパート賞」（20 個以上）、日本遺産コンプリート賞（7つの日本遺産エリア毎に 1個以

上）があり、抽選で約 280 人にゲストハウスの宿泊券や食事券、ぬいぐるみなどが当たります。 

期間は 2023 年 2 月 28 日までですので、ぜひご家族等でご参加ください。 

-参加方法について- 

石見観光振興協議会×山陰道沿線活性化協議会 連携企画 
スタンプラリー「いわみくるり」がスタートしました  
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